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総索引

第 1巻

第 1号 (1950。5)
水晶戸波器の研究 (狭帯域炉波器)

第 2号 (習
繋覆費 に関する実験的研究

第 3号 (1950.12)
逆張力引抜加工に関する研究

第 4号 (1951.1)
高粘性アルギン酸に関する研究

第 5号 (翌
段ガ塾′

性理論とその塑′
性加工への応用に

ついて

第 6号 (1951.3)
切削仕上面の粗さに関する研究

第 7号
懲 読碁襲機構 と溶接条件の選定

第 8号 (磐
罪警理論による熱伝達の研究

第 9号 (メ
牙凄場用亜鉛合金に関する研究

第 1号

第 2号

第 3号

第 4号

第 5号

第 2巻

(轄
署だ1に関する研究

(1951.8)

勇
力変動の測定法と景l離流の渦に

叩
する研

蹂話汚羅強度

増 翠配毬運動に関する研究 (英文)

(界
需給な回路の帯域戸波特性

生研報告 (第1巻～第38巻)

高木  昇
尾上 守 夫

勝田 高 司

鈴木  弘

高橋 武 雄
木本 浩 二

山田 嘉 昭

竹中 規 雄

沢井善三郎

玉木 章 夫

加藤 正 夫

小川 正 義

糸川 英 夫

原田 正 道

亘理  厚

森脇 義 雄
猪瀬  博

久保田 広

福田 武 雄

糸川 英 夫
清水健太郎
大野 昭 三
氏家 秋 果

糸川 英 夫

第嶋

増罰:菖蟷導訊計喚ィ響 が リ チ塀
ターの脳波 ・心電図等への応用

第 3巻

第 1号 (1952.9)
ヴァイオリンの製作に関する研究

第 2号 (1952.10)
硫酸セリウムによる有機工業分析法の研究

第 3号 (1953.3)
生研試作アルミ艇の構造について

第 4号 (1953.11)

続繁
スラッグの物性並びに反応`性に関する

第 5号 (1954.2)
可塑剤の合成研究

第 6号 (1954.3)
対流放熱器の研究 (英文)

第 7号
響 晋ι謀 量型歪計について 峡 文)

第 8号 (1954.3)
平面板における超音波の透過

第 4巻

第 1号 (1954.8)

第
サイクルガ

ィ
リン機関の放熱に関する研

第 2号 (1954.10)
全電子管式疑似 トラフイック装置 (英文)

第 3号 (1955.2)
有機螢光および感光物質の研究 (英文)

第 4号
増 薦傷穂 り吹精法に関する研究

第5号
留 署蓄娑の商面数 供 対

第6号 (1955.3)
撚線の機械的性質に関する研究

夫
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英
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円
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野
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田
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糸川 英 夫
熊谷 千 尋

木本 浩 二

安藤 良 夫

松下 幸 雄
森  一 美

石井 義 郎
山下 雄 也

橘  藤 雄

池田  健
富田 文 治

鳥飼 安 生
藤森 聰 雄

平尾  収

第6号 (1952.5)
干渉色計算表 (英文)

第 7号

文 導ギ檀琴揆彎
li羹

晏|た
高強度アノ

ィ
ミ合

第8号

IJ「
虞このメーター指示に関する研究 (英

第9号
縣ピ七弥 rF績蟄 響 鶴在攀
文)ヾ

~・ コ~ン の振動測定への応用 (英
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第

:号
別 III主

ぼす溶接と冷間加工の重量効果

第 5巻

第 1号 (1955,3)

.    琴塚暮曹繕f子を単勇墨虔2段宮秀訂垢復
て

零

2号
窪 雲疲凛器とその調整条件 (英文)

第 3号

巽 婆Jiと
おける洪水流特

J性のうつ りかわり

第 4号 (1955。9)

暑豪墨あ藉壇事肇警露あ髭釜
l々
異豊声

変断

零
5号 (螺

胃暑塾設計法に関する基礎的研究

第 6号 (1955.11)

長異長)リ

ー

Fよ
る有機微量分析法の研究

零7号
(綿粽憂聾機の研究(英文)

第8号霊覧藉機器の研究
第 9号

撃 整暦毬ける湯の流れに関する研究

第 1号
Ψ Tデ 裟換平衡に関する研究 供 対

第2号 (製
習襲諾Lシ クリートに関する実験的研究

第 3号 (製
謡」リクリート板のせん断抵抗に関する

研究

第4号 (1957.3)
鉾族元素硼酸塩系のガラス化範囲

第5言 (翼

7ξ
単ルミニウムャグネシウム答金の研

第6号 (1957。9)

第6号 (1958。11)      |

誉塁藷房督看か庭憂潔語群勇
の分布に関す

 暑套
黒川
相沢
『可音6
ヂ

第 8巻

第3号 (1958.3). 夢
得卍奇召素あげ舅

階悴入力に対するサン

竿4号(彗
署
黙纏

贅臭ァ
ッ
で
あ構成と成分の挙動IF

第5号 (言

詈
箇群

羮書層ガ群斃霧霙受ぽ
l定法によ

第1号 (1958.12)
ラジアルガスタービンの研究

第2号 (1958。12)
ケーデイトリアムの室内音響設計と施工に
関する研究

第3号 (1959。2)
交流ブリッジポーラログラフイの応用に関す
る研究 (英文)

第4号 (1959,3)
耐震理論に関する基礎的研究

第5号
窪 翠ξょァナログ・コンピュータ (繰返し
型)の 研究

第6号 (196o。3)
に然色航空写真に関する研究 (英文)

9巻第

第 1号 (1960.3)
微分解析機に関する研究

第2号 (1960。3)
鉛―アンチモン合金の時効およびそれに及
ぼす微量元素に関する基礎的研究

第3号 (1960.6)
光学系における異常回折像に関する研究

第4号 (1960。8)
固液相吸着における拡散機構に関する研究

第5号 (1960.8)
上路プレートガーダー鋼道路橋の鋼重につ

てヽし

第6号 (1960。9)
パンタグラフ架線系の動力学研究 (パンタ
グラフ編)

10巻第

第 1号 (1960。10)

査椰
空写真 とその応用に関する研究

第2号 (1960.11)
送風設備の騒音制御に関する研究

藤
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勇男
国広
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丸安 隆 和
水野 俊 一

亘垣  厚

高橋  裕

坪井 善 勝
秋野 金 次

田中  尚

高橋 武 雄
木本 浩 二
桜井  裕

石原 智 男

尾上 守 夫

千々岩健児

山辺 武 郎

若林  実

富井 政 英

今岡

加藤
中本す
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森  政 弘

坂上 六 郎
松下 幸 雄

松永 正 久

水町 長 生

石井 聖 光

言算ヒ寧平F
仁木 栄 次

田治見 宏

野村 民 也

丸安 隆 和
西尾 元 充

渡辺  勝

西川 精 一

斎藤

趙
福田

福田
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文
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志
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余蜃賀干あ呆箕基種是警拳懸器異1臭臭F 神前

第7号 (1957.9)
1ト ン試験高炉の操業について

第 7巻

第
1号

曜 雷
量名書波厚み計とその非破壊検査への 丹 羽

第2号 (器
漂讐統比較貝1に関する研究       田 宮

金森 九 郎
および
研究室員

和
充
　
　
滋

隆
元

安
尾
　
　
藤

丸
西
　
　
後

登

真
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第3号(罐

趙鍵篇)メ魏‰繁至套三
テ

第4号 (メ
リヶり糖の色と5-オキシメチルフルフラー

ルの関係について

第 5号 (響
馨紆容の吸音特性に関する実験的研究

第 6号 (髪
鴨薫Lラ ログラフイーの応用に関する研

究 (英文)

第 7言 (習
果蓬翼近代化過程の技術史的研究

´
      第  11 巻

第 1号

写 】釜l Lコ 各奥安臭隻| |ン
クリート部

零
2言

蹂 彩ゴ2円筒殻の逆対称曲げ状態の理論と
応用 (英文)

粽 稼ぎ箸暮埜曳冥豊訂Ⅲ
似解一殻が偏平

(彗
賢チ9ズ のレスポンス函数測定法の研究

(撃
驚緩緋の成形性に関する研究

Ψ 照送名写真のコントラス トに関する研
究

1 2巻第

第 1号
堰 撃荘字の脆性破壊について 供 対

第 2号 (196218)
磁心における磁束逆転機構と自己飽和型磁
気増幅器の動作について

哩 経蒼名の自動的解析と設計 (英文)

(1963。1)
旋削におけるびびり振動の研究

リワデ3有効幅の解法について触ガ

霞罫艦荷車の藻定に関する研究漢ガ
第 1 3巻

第 1号
電 雪蒲整法の耕究 供 対

第2号 (プ
甲ι?ダ ィァグラムによる映像の研究 (英

文)

30

第 3号 (:』
"繰 :とのェ

言
的研究 (英文)      裏 下

第4号 (彗
費鏡後の機構 (仏文)         菊 池

第5号

躊 欅
電は るボルタ メ同 の

マ
究

謬

第6号
唱 髪菫勢性板の影響告 供 ガ    川 井

第7号

写 蔓J常
による文化財の精密測定への応用
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第1号

第2号

第 14 巻

(1964。 3
偏平球殻理論とその応用

(蛇警42ぉけるアーチダムの挙動(英文)
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第 3号

第 4号

第 5号

第 6号

第3号

第4号

第 5号

第 6号

坪井 善 勝
末永 保 美

坪井 善 勝
秋野 金 次

坪井 善 勝
川股 重 也

小瀬 輝 次

山田 嘉 昭

仙田 富 男

安藤 良 夫

宮本 明 雄
沢井善三郎

田中  尚

杉本 隆 尚

福田 武 雄

花井 正 実

第3号 (習
獣£ふ運動に関する研究

第4号 (醤
撃響せム雑音の研究 (英文)

第5号
留 繰茫%形 成に関する水理学的考察

第 15 巻

第 1号
罐 線経建物の耐震設計に関する研究    佐 藤

「
2号(i写

暮;テ蒙象蒻塾ヽ 兵鍵F題
点一東京オ

 拝苦

第3言 (撃
驚謝響鷹酸花に基ける酸化層の微視的構 本 間

造の役割

第4号(習
撃理学ントコンクリ‐卜の研究

第 1 6巻

第 1号 (易
巽荘=物 の合成に関する研究

第2号
彎 T2グ に富する基礎研究 供 ガ

第3号 (群

糞l違 長fけ 争
流鳥土砂め移動に関手る

第4号
電 望尋牲ぉけるアースダムの挙動 (英文)
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第 1号

第 2号

第 3号

第 4号

第6号

第7号

第 17巻

撃 線鴨量の制御に関する基礎的研究

(1966.12)
振幅フィルタと収差の許容量 (英文)

鴇 票憂
1書定法を主とする写真カブリ抑制剤

り:γ″群摩法に関する研究 供 文)

第 5号 (1967.3)

鱚 ♀めゝ窪身71研ヨ畠轡1雲翌宅鸞をも

惜侮毎潜試験水槽について
(1967.5)

僕罷再礎彎委讐k兵蔓チた場合の自動車の

第 18巻

第 1号 (1967。10)
流体電動装置の非定常特性 (英文)

第2号 (1968.2)
写真および電子写真の分光増感 (英文)

第 3号 (1968。3)
金属の塑性変形抵抗の研究

第4号 (1968,3)

為躁貧
系ガラ櫛 囲 ① ど

竹
元素珪酸

第5号 (1968.5)

確哲厭尋棚量縫翻署曇
定における検査基準

第 19巻

第 1号 (磐
塞撃|とぉける放射化法の応用 (英文)

第 2号 (1969.3)
電子写真感光層に関する研究

第3号 (1969。6)

落 壬鷲累至
化範囲 (2)一 a―族元素ゲ

第4号
電器ぎ筆モ主け

る暴導イ|―その考ネ方と手

第5号
籠 撃藉望程の総合制御システム

第6号 (1970。2)
酸化マグネシウム ・炭素陽極を用いるマグ
ネシウムの電解採取に関する研究

第 20 巻

第1号
Ъ
暫まj曇

幕体結晶の1々ノケミカル効集

第2号

聯墓
豪リッ7の気密・水密に関する実験的

第3号 (1970。9)

長rリ
ン鉱物か,?セオライト?合成(英

第4号

嶼 11当 片
座
「

と
呼屈後の挙動に関する研

第5号 (1971.3)
酸化チタン・炭素混合陽極を用いるマグネ

z轟 臭
と四塩化チタンの電解採取法に関す

第6号 (1971。3)

あ墓将撃畠罪轟墨鍾皐優美長書
づく連続体

第 21巻

第 1号
磐 靴要家交換器の象的特性につぃを

第2号

鼈 岳発
夕
(実釜∫

こ駆動回路め動作特

第3号 (1971.9)
タンデム圧延作業のパススケジュールの理
論的決定法 (英文)

第4号 (1971.10)
原子炉の最適化法に関する研究

第5号 (番

曇
メマツド方式による制御用限時装置の

第6号 (1972.3)

事昼勢言参亨致贅臭呈曽
網の構成法とその

第 22巻

第 1号 (1972.6)
機器 ・配管系の耐震設計法に関する研究

第2号 (1972.9)

晨島各軍凛写
オ~ミング加Iに関する実

第 3号

儡 彗スニ
ィ:範囲 (3)一 b―族完素を

第4号 (1972.10)
鉄ウイスカーの製造と性質に関する研究
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原  文 雄

山口 楠 雄
嶋田 淑 男

森脇 義 雄
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第 5号 (1973.1)
摂動法による幾何学的非線形問題および安
定問題の解析 (英文)

第 23 巻

第 1号
智 %ソ f _ミ ングに関する解析的研究 供
文)

第
:号 鴛 釈壕梶過程の研究 ① 峡 ガ

第3号 (男
馨慶隻化水素のプロトン化の研究(英文)

第4号 (習
彩迂1に 関する研究

第 5号 (1974.6)
高炉の送風限界に関する研究

第6号 (1974.9)
矯正加工の力学的諸特性に関する綜合的研
究 (英文)

第 24巻

第 1号 (1974。10)
サイリスタインバータによって汚区動される
誘導電動特性に関する研究 (英文)

智諷輝 ″ヽテヌ“七鍋④琉島ラ
第3言(胤s3Le`dによる引抜の研先(英長)

第4号 (1975。3)

7毛 墓ら
金の時効および復元現象につい

第1号 (提
鐘

.ト
リ ネルの地震時の挙動 (英文)

第 6量
増 罰奎毬横安定性 供 ガ

第7号 (1975.9)
ディジタルフーリェ変換法によるレスポンス
関数の統計的誤差の解析 (英文)

第 25 巻

第 1号 (1975.12)
圧延機岡l性に関する研究 (英文)

第2号 (翌
誓崖2の 変形機構に関する研究 (英文)

第 3号 (1976.1)
人間―機械系の評価に関する研究

第4号 (1976.3)
超音波音場とLommel関 数

第 5号 (1976.3)
タンデム圧延の総合特性― タンデム圧延の
加減速特性のシミュレーシ′ョンー

第 6号 (1976.4)
円筒状低密度ポリエテレン・フィルムのイン
フレーション条件 と低温力学物性に関する
研究

第 26 巻

第 1号 (1976。7)
3成 分系ガラス化範囲 (5)b―族元素を含
むテルライ ト系

第 2号 (1976.12)
有限要素法による回転シェルの座屈後挙動
の解析 (英文)

第 3号 (1977.3)
住宅設備の性能評価に関する研究一主とし
てエネルギー消費と住い方の観点から一

第4号 (1977.3)
設計方法の記号論的研究 (英文)

第 5号 (1977.3)
全電気式自動車操縦システムの最適設計に
関する研究

第 6号 (1977.3)
卓越周期成分が 2つ の地震動にたいする構
築物 ・機器系の応答特性に関する研究 (英
文)

第 7号 (1977.3)  ―
液体貯槽の耐震設計に関する基礎的研究

第 8号 (1978。2)
ロールフォーミングに関する実験的研究 Ⅱ
一 タンテ
の接触層

ム成形過程におけるロール材料間
:力分布に関する検討― (英文)

第 27 巻

第 1号 (望
フ吾誠酸塩感光材料に関する検討(英文)

第2号 (習
響群乱における自励振動の研究

第3号 (1978.3)
放射性 トレーサー検出法とその流れ測定ヘ
の応用

第4言
Ψ 響理 の安定性あ研究 漢 ガ

第5号 (1978。11)
地球資源衛星 MSSデ ータの幾何学的補正
に関する研究
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第 6号 (ぎ7ぉ
ξ暮金の時効および復元現象 (英文)

第 7号 (1979。3)
清浄な二硫化モリブデンの摩擦特性(英文)

第 8号 (1979。3)
チタン粉末の瞬間抵抗焼結 .

第 9号 (募

:言 lttil'の
異常診断と安定な適応則

第 28巻

第 1号 (1979。12)
ラジアルタービンの非定常流特性に関する
研究 (英文)

第 2号 (1980.3)
Cu―Fe合 金の時効および復元現象 (英文)

第 3号 (1980.3)
繊維強化金属の抵抗焼結に関する研究

第4号 (1980.3)
二相流による構造物系のパラメトリック振
動―配管と燃料ピンー (英文)

第 5号 (1980.3)
レーザによる電力用電流 ・電圧測定装置に
関する基礎的研究

第6号 (倶
∬ιttλ飢系における固液接触過程に関

する基礎的研究

第 29巻

第 1号 (1980.9)

辱喜身奎fふ 濃五ζ曇こ(糞隻9機
械的性質

第2号 (1980。10)
レーザによる大気汚染計測の研究 (英文)

第3号電響后裟ァンテナの研究

第4号 (1981.1)
CЧ―Ti合金の時効および復元 (英文)

～ ,号

讐 斃雷≒圭隻∫
こよる地基と構

事
物の多的箱

第6号 (;:輪
麺驚ヵメラを用いえ解析的写真測量に

関する研究

西川 精 一

長田 和 雄

松永 正 久
中川多津夫

明智 清 明
原 善 四郎

福田 敏 男
柴田  碧

第 7号 (1981.11)
熱量測定による団体表面の酸特性に関する
研究

第8号 (1981.12)
熱量測定による固体酸触媒の酸特性に関す
る研究

第 30巻

第 1号

第 2号

第 3号

第 4号

第 5号
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第6号 (1983.12)
i金属粉の焼結挙動

第 31 巻

第 1号 (1984,3)
繊維補強コンクリートの力学的諸性質の試
験方法に関する研究

第2号 (1984.3)
3成分系ガラス化範囲 (6)b=族元素を含
む珪酸塩系

第1号
亀釜雰繋 ガラスイ

【
範囲 (7)b二族元素を含

むグルマネT卜 男

第4号 (1985.3)

企奮手は慕臭
強
号

の力学的並びに熱的影響

第5号 ():Tデ
1)ッド手法による開開過電圧に関す

る研究 (英文)

第 6号 (;:ッ
JI情 報の構造化に関する研究

第 32 巻
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第 1号



第2号

写 彗≡≒巽長男
する二,三 の考察一理論的

第 3号
守 ッ男 ン応答実験法の日本における研究
状況 (英文)

第4号

畢 番デ讐肇ニマ真臭テ
'三 の考察一実験解

第5言(mヂ
メ嘆f〕.と褻 諦 輔 光墨

法 (英文)

第 33 巻

第 1号 (器
曽鑑牲ぉける風環境の確率 ・統計的評価

方法に関する研究

第2号 (援
髄基書の基礎的研究 (英文)

第3号(言
響繁iヮ醤夕壼繁矛響 t者̀i嚢

文)

第4号 (』

I』 董酢群i奨 要戸
法による骨組構造の

第 5号
堪 薬警Nに おける音響伝搬特性の計測方法
に関する研究

第6号(EI」
常[菫鷺il慇棒署畳言奨夏]分薦

第 3 4巻

第1号
罹 貫署鸞苗』夢君三:烈Ъ鍵罫雰;τ

第2号
I貰:Ё:[警il誓ヨ場書:看51詈誉
伝導― (英文)

第 3号 (趙
曽

`ぽ
豪の自動抽出と画像表現に関する研

究

第4号
掏 重

IF点
星み晏』糧聾黍湾醤舅:拿

心として一

第 5号 (遥
場汚縫音性能に関する研究

第 35 巻

第 1号 (1988。12)
エキシマレーザー用光学素子の光損傷と残
存微小吸1又の測定

第2号

躍繁[1春写拳喜
カリがコンクリートの諸

燿 蓋署

第3号 (メ
冤ピ羞擦のある2自由度系の強制捩 り振

動に関する研究

第4号 (選
巽警讐における模型実験法に関する研究

第5号
鼈 軍璽簿製暴履Tξ詔是露毛」ぶ

第6号
鴫彗J結軍翫簿裏贔層督ξ詔是難主毛墓占

第7号 (繋
晋デ識維およびその金属基複合材料に関

する研究

第 36 巻

第 1号 (1991.3)
梁の非線形振動

第2号 (韻
男要整 トラス構造の挙動と設計

第3号
唱 裸裏毬上の動的過程の解明とその極高真
空技術開発への応用

第4号
%程 覆塑波レンズの基礎研究 供 ガ

第5号
蹂 墨場懲軟弱表層地盤の地震応答解析 (英
文)

第 37 巻

第 1号 (習
程讐肇験と室内試験による土と岩の変形

特性 (英文)

第 2号
罐 貿#Lボ 浮上システムの設計と制御 (英
文)

第 3号
¶ 撃夏稀発展の確率過程研究 (英文)
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第 38巻

第 1号

曜 鷺僣讐与菅耕臭
れる固

↑
伝播音の音圧の

第 2号 (1993.2)

森易
活動

|こ
よる地球環境影響評価に関する

第3号 (1993.3)
LESに よるはく離乱流の数値的研究

第4号 (1993.6)

手幣劣島糞
た渦粘性型表現に基

ブ
く乱流モ

竿5号(3欅

[≒委嬰声
における硬書土と軟

言?変
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